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別表1　再生可能エネルギー由来電源の環境配慮に関するチェックリスト

・当該電気プランに使用される再生可能エネルギー(4-1.(2)の①)を、環境影響を最小化するような取り組みを実施している発電施設から優先的に調達するよう努めること。具体的には発電事業者における環境配慮の実施状況を以下の項目に基づいて確認すること。本チェックリストは全てのチェック項目について取り組みが実施されていなくても基準に適合と判断されるが、
チェック項目No.8、No.9およびNo.13については取り組みが実施されていることを必須とする。
ただし、自社・関係会社での発電分および他社からの購入分のうち、再生可能エネルギーの調達を行う全ての施設が対象であるが、少なくとも調達量(kWh)上位5施設、および2MW以上の太陽光発電施設について確認していること。また、確認を行った施設について、施設一覧に記載すること。
※各項目の確認にあたっては、資源エネルギー庁公表の「事業計画策定ガイドライン」および「発電利用に供する木質バイオマスの証明のためのガイドライン」などを参考に実施状況を確認することが望ましい。
(下記の電源の種類の内、該当する□全てにチェックし、各電源で該当する項目、および「共通」項目の確認状況について、該当する□にチェックしてください。)
	電源の種類
	申込プランで供給される電力に含まれる再生可能エネルギー電源について、本項に該当するもの全てを右欄にチェックし、該当項目の適合状況を下表に記載。
	□水力(中水力を含む)：→項目1に記入
□風力：項目2に記入、□洋上風力：項目3に記入
□太陽光：→項目4～6に記入
□バイオマス：→下欄
□地熱：→項目14、15に記入

	バイオマス発電が含まれる場合
	調達される燃料の種類について、右欄の該当するもの全てにチェックし、該当項目の適合状況を下表に記載。
	□国内森林に係る木質バイオマス→項目7、8に記入
□輸入木質バイオマス→項目9、10に記入
□農作物の収穫を伴って生じるバイオマス→項目11～13に記入



	No.
	項目
	内容
	実施状況
	確認の方法

	1
	水力
	水利使用に係る手続きを適切に実施している。
【参考：事業計画策定ガイドライン(水力発電)】
	□確認した
⇒□実施されている
⇒□実施されていない

□確認していない
	□水利使用に係る手続きに関連する書類で確認している。
□河川法などの法令に基づき手続きを実施していることを確認している。
□発電事業者へのヒアリングで確認している。
□その他(具体的に記載)
　[　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　 ]

	2
	風力
	発電設備の稼働音等が地域住民や周辺環境に影響を与えないよう、適切な措置を講じている。
【参考：事業計画策定ガイドライン(風力発電)】
	□確認した
⇒□実施されている
⇒□実施されていない

□確認していない
	□事業計画書などの書類で確認している。
□当該発電事業に関して、訴訟等の問題が起きていないことを確認している。
□発電事業者へのヒアリングで確認している。
□その他(具体的に記載
　[　　　　　　　　　       　　　　　　　　　　　 ]

	3
	洋上風力
	港湾法に基づく公募対象施設等の基準に適合した設計を行い、構造設計について港湾法管理者に申請し、水域占用の許可を得ている。
【参考：事業計画策定ガイドライン(風力発電)】
	□確認した
⇒□実施されている
⇒□実施されていない

□確認していない
	□事業計画書などの書類で確認している。
□港湾法などの法令に基づき手続きを実施していることを確認している。
□発電事業者へのヒアリングで確認している。
□その他(具体的に記載)
　[　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　　 ]

	4
	太陽光
	発電事業者が発電設備の稼働音等や発電設備からの電磁波や電線を通じた電磁波が、地域住民や周辺環境に影響を与えないよう、適切な措置を講じている。
【参考：事業計画策定ガイドライン(太陽光発電)】
	□確認した
⇒□実施されている
⇒□実施されていない

□確認していない
	□事業計画書などの書類で確認している。
□当該発電事業に関して、訴訟等の問題が起きていないことを確認している。
□発電事業者へのヒアリングで確認している。
□その他(具体的に記載
　[　　　　　　　　　       　　　　　　　　　　　 ]

	5
	
	発電事業者が太陽電池モジュールからの反射光が周辺環境を害することのないよう、適切な措置を講じている。
【参考：事業計画策定ガイドライン(太陽光発電)】
	□確認した
⇒□実施されている
⇒□実施されていない

□確認していない
	□事業計画書などの書類で確認している。
□当該発電事業に関して、訴訟等の問題が起きていないことを確認している。
□発電事業者へのヒアリングで確認している。
□その他(具体的に記載) 
　[　　　　　　　　　　　　　　　　       　　　　 ]

	6
	
	事業終了後の発電設備について、環境省「太陽光発電設備のリサイクル等の推進に向けたガイドライン」に則り、適切な撤去および処分の時期・方法を見込んだ事業計画を策定している。
【参考：事業計画策定ガイドライン(太陽光発電)】
	□確認した
⇒□実施されている
⇒□実施されていない

□確認していない
	□事業計画書などの書類で確認している。
□発電事業者へのヒアリングで確認している。
□その他(具体的に記載)
　[　　　　　　　　　    　　　　　　　　　        ]

	7
	バイオマス燃料
(国内木質バイオマス)
	発電事業者が行う燃料調達及び使用計画に当たっては、調達予定先となる全ての都道府県林政部局(国有林の場合は森林管理局等)に対して事前の説明が行われている。
【参考：事業計画策定ガイドライン(バイオマス発電)】
	□確認した
⇒□実施されている
⇒□実施されていない

□確認していない
	□事業計画書などの書類で確認している。
□都道府県林政部局への説明用資料で確認している。
□発電事業者へのヒアリングで確認している。
□その他(具体的な方法記載)
　[　　　　　　　　　　　　　　　　　　            ]

	8
	
	【実施を求める項目】
発電事業者が「発電利用に供する木質バイオマスの証明のためのガイドライン」に則り、調達するバイオマス燃料が「間伐材等由来の木質バイオマス・一般木質バイオマス・建設資材廃棄物」のいずれかに適切な識別がされ、証明が行われている。
【参考：発電利用に供する木質バイオマスの証明のためのガイドライン】
	□確認した
⇒□実施されている
⇒□実施されていない

□確認していない
	□「発電利用に供する木質バイオマスの証明のためのガイドライン」で示されている証明書で実施を確認している。
□調達するバイオマス燃料が適切に選別されていることを示す証明書を確認している。
□その他(具体的な方法を記載)
　[　　　　　　　　　　　　　　　　　　            ]

	9
	バイオマス燃料
(輸入木質バイオマス)
	【実施を求める項目】
発電事業者が行う燃料調達について、当該計画が既存用途へ与える影響を最小限にするように努め、加工・流通を行う取扱者において、持続可能性(合法性)が証明された木材・木材製品を用いている。
【参考：事業計画策定ガイドライン(バイオマス発電)】
	□確認した
⇒□実施されている
⇒□実施されていない

□確認していない
	□持続可能性(合法性)が証明された木材・木材製品を用いることを証明する書類の交付を受けた書類で実施を確認している。
□その他(具体的な方法を記載)
　[　　　　　　　　　　　　　　　　　　            ]

	10
	
	発電事業者が、国内の燃料調達事業者だけに留まらず、現地燃料調達事業者等との（直接又は商社等を通じた間接の）燃料安定調達協定等を確保している。
【参考：事業計画策定ガイドライン(バイオマス発電)】
	□確認した
⇒□実施されている
⇒□実施されていない

□確認していない
	□事業計画書などの書類で確認している。
□現地燃料調達事業者等との安定調達協定等に関する資料を確認している。
□発電事業者へのヒアリングで確認している。
□その他(具体的な方法を記載)
　[　　　　　　　　　　　　　　　　　　            ]

	11
	バイオマス燃料
(農作物の収穫を伴って生じるバイオマス)
	農産物の収穫に伴って生じるバイオマス（パーム油、PKS、パームトランク）について、発電事業者の行う当該計画が既存用途へ与える影響を最小限にするように努めている。
【参考：事業計画策定ガイドライン(バイオマス発電)】
	□確認した
⇒□実施されている
⇒□実施されていない

□確認していない
	□事業計画書などの書類で確認している。
□発電事業者へのヒアリングで確認している。
□その他(具体的な方法を記載)
　[　　　　　　　　　　　　　　　　　　            ]

	12
	
	農産物の収穫に伴って生じるバイオマス（パーム油、PKS、パームトランク）について、発電事業者が国内の燃料調達事業者だけではなく、現地燃料調達事業者等との（直接又は商社等を通じた間接の）燃料安定調達協定等を確保し、かつ、流通経路（トレーサビリティがあること）を確認している。
【参考：事業計画策定ガイドライン(バイオマス発電)】
	□確認した
⇒□実施されている
⇒□実施されていない

□確認していない
	□事業計画書などの書類で確認している。
□発電事業者へのヒアリングで確認している。
□その他(具体的な方法を記載)
　[　　　　　　　　　　　　　　　　　    　        ]

	13
	
	【実施を求める項目】
バイオマス液体燃料のうちパーム油については、現地燃料調達事業者等が例えばRSPOなどにより、環境・社会への影響や労働の評価、かつ非認証油と混合することなく分別管理されているかなど、持続可能性(合法性）が認証された書類の交付を受けていることを発電事業者が確認している。
【参考：事業計画策定ガイドライン(バイオマス発電)】
	□確認した
⇒□実施されている
⇒□実施されていない
□確認していない
□パーム油の使用なし
	□持続可能性(合法性)について第三者が認証されていることを書類で実施を確認している。
(認証番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
□その他(具体的な方法を記載)
　[　　　　　　　　　　　　　　　　　　            ]

	14
	地熱
	発電事業者が「源泉モニタリングの要件」に記載する要件に照らして適切な源泉モニタリングに係る実施計画を策定し、計画どおり実施している。
【参考：事業計画策定ガイドライン(地熱発電)】
	□確認した
⇒□実施されている
⇒□実施されていない
□確認していない
□非該当
	□事業計画書などの書類で確認している。
□源泉モニタリングの実施に関する資料で確認している。
□発電事業者へのヒアリングで確認している。
□その他(具体的な方法を記載)
　[　　　　　　　　　　　　　　　　　　            ]

	15
	
	地熱発電事業者が当該地熱発電事業者の地熱発電設備に蒸気・熱水を供給する坑井を所有していない場合は、当該坑井の所有者に源泉モニタリングに係る実施計画の策定・実施を求めている。
【参考：事業計画策定ガイドライン(地熱発電)】
	□確認した
⇒□実施されている
⇒□実施されていない
□確認していない
□非該当
	□事業計画書などの書類で確認している。
□当該坑井の所有者の源泉モニタリングの実施に関する資料で確認している。
□発電事業者へのヒアリングで確認している。
□その他(具体的な方法を記載)
　[　　　　　　　　　　　　　　　　　　            ]

	16
	地域との関係構築
(共通)
	発電事業者が地域住民とのコミュニケーションを図るに当たり、配慮すべき地域住民の範囲や、説明会の開催や戸別訪問など具体的なコミュニケーションの方法について、自治体と相談している。
【参考：事業計画策定ガイドライン】
	□確認した
⇒□実施されている
⇒□実施されていない

□確認していない
	□事業計画などの書類で確認している。
□地域住民への説明資料等で確認している。
□発電事業者へのヒアリングで確認している。
□その他(具体的な方法を記載)
　[　　　　　　　　　　　　　　　　　　            ]

	17
	
	環境アセスメント手続の必要がない規模の発電設備の設置計画について、発電事業者が自治体と相談の上、環境・景観への影響等について、地域住民への説明会を開催するなど、事業について理解を得られるように努めていること。
【参考：事業計画策定ガイドライン】
	□確認した
⇒□実施されている
⇒□実施されていない

□確認していない
	□事業計画などの書類で確認している。
□地域住民への説明会資料などで確認している。
□発電事業者へのヒアリングで確認している。
□その他(具体的な方法を記載)
　[　　　　　　　　　　　　　　　　　　            ]


 

確認実施施設一覧
調達量上位5施設
	
	発電施設名
	電源の種類

	①
	
	

	②
	
	

	③
	
	

	④
	
	

	⑤
	
	

	⑥
	
	

	⑦
	
	

	⑧
	
	



2MWを超える太陽光発電施設　
	
	発電施設名

	①
	

	②
	

	③
	


　□該当施設なし
　※3施設以上ある場合には、この表に行を追加してご記載ください。

再生可能エネルギーを調達した施設について確認した割合(①、②いずれかにご記載ください)
①　　　　　　　　　　　　　　　　　  (kWh) /　　　　　　　　　　　　　　　　(kWh)　 ⇒　　　　　　　　　　％(kWhベース)
②　　　　　　　　　　　　　　　　　(事業者) /　　　　　　　　　　　　　　　　(事業者)　⇒　　　　　　　　　　％(事業者ベース)



